
基本課題２　あらゆる暴力の根絶（課題４～６）

課題４　セクシャル・ハラスメント防止対策の推進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

教職員に対するセ

クシャル・ハラスメ

ント防止対策

小中一貫教

育推進課

【実施対象】市内小中学校教職員

【内容】学校訪問等を通してセクシャル・

ハラスメント防止に向けた指導を行う。

【工夫すること】県教委からの通知等をも

とにして具体的に指導する。

【目標値】市内の全小中学校（33か校）

で指導を行う。

【実施状況】

　学校訪問時、指導主事が、県教委から

の通知などを基にして教職員の非違行

為根絶（セクシャル・ハラスメント防止を

含む。）について指導した。

【課題等】

セクシャル・ハラスメン

ト防止を含む非違行

為根絶のためには、

今後も指導を継続し

ていくことが必要であ

る。

A

　各校がどのような

対策をとっている

のか、もしセクハラ

が発生したとしたら

相談先はどこなの

か、カウンセラー

のような第三者が

介在しているの

か、次回の検討課

題として教えてほ

しい。

A

広報・啓発活動 市民窓口課 ホームページやFM放送等で周知すると

ともに、講座等で「市民行動パンフレッ

ト」を配布し、啓発を図る。

【実施状況】

各講座及びひとひとフォーラムで「市民

行動パンフレット」を配布した。また、

10/31ＦＭ放送にて啓発を行った。

【評価理由】

計画どおり実施した。

A A

8 事業所に対す

るセクシャル・

ハラスメント防

止に向けた啓

発

広報・啓発活動 商工課 ホームページから新潟労働局の雇用機

会均等・両立支援・パートにリンクし、情

報提供を行う。

【実施状況】

　ホームページから新潟労働局の雇用

機会均等・両立支援・パートにリンクし、

情報提供を行った。

　また、10月発行の三条市勤労者福祉

共済のたよりに、セクシャル・ハラスメント

相談についての記事を掲載し、加入事

業所会員（361社・2,923名）に配布して

周知を図り、啓発した。

【評価理由】

計画した内容以外の

ことも実施できた。

A A

H25年度の審議会に

おける意見・評価

7 市民に対する

セクシャル・ハ

ラスメント防止

に向けた啓発
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課題５　ドメスティック・バイオレンスの防止に向けた意識啓発及び保護体制の整備

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

ドメスティック・バイ

オレンス(DV)の防

止

子育て支援

課

【実施時期】通年

【実施対象】市民

【内容】

○相談窓口の周知

・燕三条ＦＭ放送「健康・子育てインフォ

メーション」で１１月１９日放送予定

・相談カード設置場所の拡充（新たに産

婦人科医院等への依頼）

・昨年度同様、ＤＶ防止周知月間におけ

る市内各駅へのポスター掲示依頼

【工夫すること】医療機関と連携しながら

相談カードの設置を図る。

【目標値】相談カード設置場所を２か所

増加させる。（平成２４年度末４か所）

【実施状況】

・燕三条ＦＭ放送原稿『デートＤＶにつ

いて』（11/19放送）

・相談カード・リーフレットの修正を実施

・11/12～11/25のDV防止周知月間に、

東三条駅・三条駅・北三条駅へ啓発ポ

スターを掲示

・成人式にデートＤＶリーフレットを配付

【評価理由】

県から配布される相

談カードをあてにして

いたが、県から配布が

なかったため、設置場

所を増やすことはでき

なかった。しかし、新

成人にデートＤＶリー

フレットを配付し、広く

周知を図ることができ

たため。

【課題等】

Ｈ25年度にできな

かった医療機関への

周知を実施し、今後も

様々な場での周知拡

大を図る。

Ａ A

高校生のための

デートDV防止セミ

ナー

市民窓口課 ドメスティック・バイオレンス等の暴力は

人権を侵害するものであることを高校生

にもわかりやすく伝えるため、高等学校

と共催し、セミナーを実施する。

【実施時期】

10月23日：三条東高校

【講師】女のスペース・にいがた　さん

【目標値】「今後の生活に役に立つ」の

割合が８０％以上

【実施会場】三条市東高等学校

【実施時期】平成２５年１０月２３日(水)

【参加者数】281人(男子139人、女子142

人)

【アンケート結果】回答者数 2７4人

「今後の生活に役に立つ」の割合

83.9％

【評価理由】

目標値を達成したた

め。

A

アンケート時に男

女共同参画につ

いての考えを聞く

ことも有効ではな

いか。

A

広報啓発活動 市民窓口課 ホームページやFM放送で周知するとと

もに、講座等で「市民行動パンフレット」

を配布し、啓発を図る。

【実施状況】

各講座及びひとひとフォーラムで「市民

行動パンフレット」を配布し、啓発した。

また、10/31ＦＭ放送にて啓発を図っ

た。

【評価理由】

計画どおり実施した。

A A

ドメスティック・

バイオレンスの

防止に向けた

啓発

H25年度の審議会に

おける意見・評価
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課題６　相談体制の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

10 女性相談の充

実

女性相談事業 子育て支援

課

【実施時期】通年

【実施対象】市民（女性）

【内容】

＊多様化している女性相談に対し、専

門的、具体的な対応ができるよう相談員

の資質向上を図る。

・女性相談に偏らず、子どもの虐待等幅

広い研修会への参加。

・他市の女性相談員との情報交流・連携

を積極的に図る。

・医療機関や県女性相談センター等との

連携を図り、調整力の向上を目指す。

【工夫すること】相談窓口との連携、必要

な情報の共有

【実施状況】

・女性相談関連の研修会、講演会への

参加及び子どもの虐待の要素が含まれ

るケースが多いことから、総合サポートシ

ステム虐待防止部会研修会等にも参

加。

・他市・県の女性相談担当職員、他課や

警察等に対し日々情報共有や意見交換

を行い、相談対応に生かしている。

【評価理由】

多数の研修会・講演

会へ参加し、関係機

関との連携に努めた

ため。

【課題等】

・研修会への参加は

今後も続け、相談員

のスキル向上を目指

す。

・他市や県、関係機関

との連携強化に努め

ていく。

A A

11 市民なんでも

相談の充実

市民なんでも相談

の充実

市民窓口課 市民なんでも相談室において、日常に

係るさまざまな心配事や悩み事、悪徳商

法の被害や多重債務など、多様化する

相談に的確に対応する。

【相談日時】

土日祝日を除く毎日

8:30～17:00

【工夫すること】

相談事例や、それに対するアドバイスな

どを広報さんじょうや出前講座、メール

配信サービス、ホームページなどで啓発

を図り、消費者被害防止に努める。

【実施状況】

　各種相談に対し、関係課や関係機関

等と連携しながら対応した。

【H25年度相談件数】

・市民相談：466件

(男性208件、女性247件、団体･不明11

件)

・消費生活相談：250件

(男性103件、女性129件、団体･不明18

件)

【啓発事業】

・消費生活出前講座：9箇所(142人参加)

・広報さんじょう：毎月16日号に相談事

例掲載(ストップ消費者被害)

・メール配信サービスやホームページ、

燕三条FMでの啓発

A A

H25年度の審議会に

おける意見・評価
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